
一

住
所
の
変
更

変
更
前

東
京
都
港
区
六
本
木
四
丁
目
九
番
二
号

俳
優
座
ビ
ル
七
一
一
室

変
更
後

東
京
都
渋
谷
区
代
々
木
二
丁
目
二
十
三

番
一
号

ニ
ュ
ー
ス
テ
イ
ト
メ
ナ
ー
一

三
二
二

二

研
修
業
務
を
行
う
事
務
所
の
所
在
地
の
変
更

変
更
前

東
京
都
渋
谷
区
代
々
木
二
丁
目
十
三
番

五
号
Ｋ
Ｔ
新
宿
ビ
ル
五
階

変
更
後

東
京
都
渋
谷
区
代
々
木
二
丁
目
二
十
三

番
一
号

ニ
ュ
ー
ス
テ
イ
ト
メ
ナ
ー
一

階
教
室

三

変
更
の
年
月
日

令
和
五
年
五
月
九
日

国
会
事
項

人
事
異
動

令和年月日 月曜日 第号官 報

内

閣

府

（
大
臣
官
房
）
内
閣
府
事
務
官

小
泉

智
明

内
閣
官
房
に
出
向
さ
せ
る

（
内
閣
官
房
内
閣
参
事
官
（
内
閣
広

報
室
））内
閣
事
務
官

田
村

響

内
閣
府
事
務
官
（
大
臣
官
房
）
に
転
任
さ
せ
る

こ
ど
も
家
庭
庁
に
出
向
さ
せ
る
（
以
上
四
月
六
日
）

（
国
土
交
通
省
港
湾
局
付
）
国
土
交

通
技
官

濵
口

信
彦

内
閣
府
技
官
（
総
合
海
洋
政
策
推
進
事
務
局
参
事
官
（
海

洋
開
発
等
重
点
戦
略
担
当
））に
転
任
さ
せ
る

（
賞
勲
局
審
査
官
）
内
閣
府
事
務
官

佐
藤

勇
輔

男
女
共
同
参
画
局
参
事
官
（
地
域
政
策
担
当
）
に
配
置
換

す
る

（
企
画
官
（
政
策
統
括
官
（
共
生
・

共
助
担
当
）
付
参
事
官
（
総
括
担

当
）
付
））同

堀
江

典
宏

参
事
官（
孤
独
・
孤
立
対
策
担
当
）（
政
策
統
括
官（
共
生
・

共
助
担
当
）
付
）
に
昇
任
さ
せ
る

（
宇
宙
開
発
戦
略
推
進
事
務
局
参
事

官
（
国
際
担
当
）
付
企
画
官
）
同

相
川

祐
太

宇
宙
開
発
戦
略
推
進
事
務
局
参
事
官（
宇
宙
活
動
法
担
当
）

に
昇
任
さ
せ
る
（
以
上
四
月
八
日
）

（
海
上
保
安
庁
警
備
救
難
部
付
）
海

上
保
安
官

枝
村

和
茂

内
閣
府
事
務
官
（
参
事
官
（
生
活
関
連
施
設
等
担
当
）（
政

策
統
括
官
（
重
要
土
地
担
当
）
付
））に
併
任
す
る

（
同
）
同

市
山

卓
己

内
閣
府
事
務
官
（
参
事
官
（
生
活
関
連
施
設
等
担
当
）（
政

策
統
括
官
（
重
要
土
地
担
当
）
付
））の
併
任
を
解
除
す
る

（
以
上
四
月
十
五
日
）

（
国
土
交
通
省
港
湾
局
付
）
国
土
交

通
技
官

三
島

理

内
閣
府
技
官
（
沖
縄
振
興
局
参
事
官
（
振
興
第
三
担
当
））

に
転
任
さ
せ
る

（
沖
縄
振
興
局
参
事
官
（
振
興
第
三

担
当
））内
閣
府
技
官

宮
津

智
文

沖
縄
総
合
事
務
局
開
発
建
設
部
長
に
配
置
換
す
る

（
沖
縄
総
合
事
務
局
開
発
建
設
部
長
）

同

山
本

大
志

国
土
交
通
省
に
出
向
さ
せ
る
（
以
上
五
月
一
日
）

内

閣

〇
外
務
大
臣
臨
時
代
理
解
職

国
務
大
臣

木
原

稔

外
務
大
臣
茂
木
敏
充
帰
朝
に
つ
き
内
閣
法
第
十
条
の
規
定

に
よ
る
臨
時
に
外
務
大
臣
の
職
務
を
行
う
国
務
大
臣
と
し

て
の
指
定
を
解
く

報
告
書
提
出

七
月
九
日
委
員
長
か
ら
次
の
報
告
書
を
提
出
し
た
。

労
働
者
災
害
補
償
保
険
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律

案
（
閣
法
第
五
六
号
）
審
査
報
告
書

議
案
送
付
（
予
備
審
査
）

七
月
九
日
議
長
は
、
次
の
議
員
提
出
案
を
衆
議
院
に
送

付
し
た
。

特
別
児
童
扶
養
手
当
等
の
支
給
に
関
す
る
法
律
の
一
部

を
改
正
す
る
法
律
案
（
小
西
洋
之
外
三
名
発
議
）

議
案
付
託

七
月
九
日
議
長
は
、
次
の
衆
議
院
提
出
案
を
委
員
会
に

付
託
し
た
。

公
職
選
挙
法
及
び
特
定
電
気
通
信
に
よ
る
情
報
の
流
通

に
よ
っ
て
発
生
す
る
権
利
侵
害
等
へ
の
対
処
に
関
す
る

法
律
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
（
衆
第
二
六
号
）

政
治
改
革
に
関
す
る
特
別
委
員
会
に
付
託

議
案
提
出

七
月
九
日
議
員
か
ら
次
の
議
案
が
提
出
さ
れ
た
。

国
に
よ
る
全
て
の
水
俣
病
の
被
害
者
の
救
済
の
実
現
に

向
け
た
給
付
金
等
の
支
給
に
係
る
制
度
の
創
設
に
関
す

る
法
律
案（
打
越
さ
く
良
外
九
名
発
議
）（
参
第
一
六
号
）

参

議

院

議
事
日
程

七
月
十
日
の
議
事
日
程
は
次
の
と
お
り
。

議
事
日
程

第
二
十
七
号

令
和
八
年
七
月
十
日
（
金
曜
日
）

午
前
十
時
開
議

第
一

情
報
通
信
技
術
を
活
用
し
た
行
政
の
推
進
等
に

関
す
る
法
律
及
び
情
報
処
理
の
促
進
に
関
す
る
法
律

の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
（
内
閣
提
出
、
衆
議
院

送
付
）

第
二

個
人
情
報
の
保
護
に
関
す
る
法
律
等
の
一
部
を

改
正
す
る
法
律
案
（
内
閣
提
出
、
衆
議
院
送
付
）

第
三

労
働
者
災
害
補
償
保
険
法
等
の
一
部
を
改
正
す

る
法
律
案
（
内
閣
提
出
、
衆
議
院
送
付
）

衆

議

院

会
議七

月
十
日
（
金
曜
日
）

午
後
一
時
三
十
分

本
会
議

〇
観
光
庁
告
示
第
十
四
号

旅
行
業
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
二
百
三
十
九
号
）

第
十
二
条
の
十
七
の
規
定
に
基
づ
き
、
一
般
財
団
法
人
日

本
旅
行
業
振
興
協
会
（
登
録
研
修
機
関
第
六
十
四
号
）
か

ら
住
所
及
び
研
修
業
務
を
行
う
事
務
所
の
所
在
地
を
変
更

す
る
届
出
が
あ
っ
た
の
で
、
同
法
第
十
二
条
の
二
十
八
第

二
号
の
規
定
に
よ
り
次
の
と
お
り
公
示
す
る
。

令
和
八
年
七
月
十
三
日

観
光
庁
長
官

村
田

茂
樹


起
業
地
の
範
囲
及
び
収
用
又
は
使
用
の
別
の
合

理
性３

で
述
べ
た
よ
う
に
、
本
件
事
業
の
事
業
計

画
に
つ
い
て
は
、
合
理
的
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る

こ
と
か
ら
、
起
業
地
の
範
囲
は
、
公
益
性
を
発
揮

す
る
た
め
に
必
要
か
つ
最
小
限
の
範
囲
で
あ
る
と

認
め
ら
れ
る
。

ま
た
、
収
用
の
範
囲
は
、
全
て
本
件
事
業
の
用

に
恒
久
的
に
供
さ
れ
る
範
囲
に
と
ど
め
ら
れ
て
お

り
、
使
用
の
範
囲
は
、
そ
れ
以
外
の
範
囲
と
さ
れ

て
い
る
。

し
た
が
っ
て
、
本
件
事
業
の
起
業
地
の
範
囲
及

び
収
用
又
は
使
用
の
別
に
つ
い
て
は
、
合
理
的
で

あ
る
と
認
め
ら
れ
る
。

し
た
が
っ
て
、
本
件
事
業
は
、
土
地
を
収
用
し
、

又
は
使
用
す
る
公
益
上
の
必
要
が
あ
る
も
の
と
認
め

ら
れ
る
た
め
、
法
第
20条
第
４
号
の
要
件
を
充
足
す

る
と
判
断
さ
れ
る
。

５
結
論
以
上
の
と
お
り
、
本
件
事
業
は
、
法
第
20条
各
号

の
要
件
を
全
て
充
足
す
る
と
判
断
さ
れ
る
。

第
５
法
第
26条
の
２
第
２
項
の
規
定
に
よ
る
図
面
の
縦

覧
場
所
福
井
県
敦
賀
市
役
所

４
法
第
20条
第
４
号
の
要
件
へ
の
適
合
性


事
業
を
早
期
に
施
行
す
る
必
要
性

３

で
述
べ
た
よ
う
に
、
現
道
は
、
要
対
策
箇

所
及
び
津
波
災
害
警
戒
区
域
を
通
過
し
て
い
る
こ

と
か
ら
、
被
災
に
よ
る
通
行
止
め
の
お
そ
れ
が
あ

る
ほ
か
、
道
路
構
造
令
に
規
定
す
る
最
小
曲
線
半

径
を
満
た
さ
な
い
区
間
が
存
在
し
て
お
り
、
正
面

衝
突
等
に
よ
る
交
通
事
故
が
複
数
発
生
し
て
い
る

状
況
で
あ
る
。

本
件
事
業
は
、
こ
の
よ
う
な
状
況
に
対
応
す
る

た
め
計
画
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
本
件
事
業
の
完

成
に
よ
り
、
要
対
策
箇
所
及
び
津
波
災
害
警
戒
区

域
を
回
避
し
、
自
然
災
害
発
生
時
な
ど
に
お
け
る

現
道
の
機
能
の
補
完
・
代
替
が
可
能
と
な
る
と
と

も
に
、
道
路
構
造
令
等
の
規
格
に
適
合
し
た
道
路

が
新
た
に
整
備
さ
れ
、
安
全
か
つ
円
滑
な
自
動
車

交
通
の
確
保
に
寄
与
す
る
こ
と
か
ら
、
本
件
事
業

を
早
期
に
施
行
す
る
必
要
が
あ
る
と
認
め
ら
れ

る
。ま
た
、
福
井
県
内
に
お
け
る
本
路
線
の
沿
線
自

治
体
の
長
か
ら
な
る
国
道
８
号
敦
賀
・
南
越
前
バ

イ
パ
ス
建
設
促
進
期
成
同
盟
会
よ
り
、
本
件
事
業

の
早
期
完
成
に
関
す
る
強
い
要
望
が
あ
る
。

し
た
が
っ
て
、
本
件
事
業
を
早
期
に
施
行
す
る

公
益
上
の
必
要
性
は
高
い
も
の
と
認
め
ら
れ
る
。

〇
防
衛
大
臣
臨
時
代
理
解
職

同

あ
か
ま
二
郎

（
赤
間

二
郎
）

防
衛
大
臣
小
泉
進
次
郎
帰
朝
に
つ
き
内
閣
法
第
十
条
の
規

定
に
よ
る
臨
時
に
防
衛
大
臣
の
職
務
を
行
う
国
務
大
臣
と

し
て
の
指
定
を
解
く
（
以
上
七
月
九
日
）


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